
あ
ず
み
の
里
裁
判 

東
京
高
裁
判
決 

８
月
１１
日
「山
口
さ
ん
の
無
罪
確
定
‼
」 

  
こ
の
高
裁
無
罪
判
決
は
、
「
高
齢
者
の
尊
厳
と
人
間
性
を
尊
重
し
た

介
護
の
未
来
に
道
を
開
く
も
の
」 
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九州豪雨被災支援カンパ 

熊本・川岳福祉会＆福岡・

くろさき苑に届けました 
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球磨川沿いに建てられた 

保育所とお寺。凄まじい状

況です。 

【
山
口
け
さ
え
さ
ん
の
尊
厳
を
守
り
、
介
護
の
未
来
に
希
望
を
取
り
戻
し
た
東
京

高
裁
判
決
の
無
罪
判
決
確
定
に
あ
た
っ
て
】
（
（
共
同
声
明
）
よ
り
抜
粋 

「
介
護
の
未
来
」
を
守
っ
た
判
決 

起
訴
状
の
中
で
、
医
療
や
介
護
の
現
場
で
日
常
的
に
行
わ
れ
る
「
振
り
返

り
と
反
省
」
を
「
自
白
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
の
関
係
者
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
ま
た
、
「
Ｋ
さ
ん
は
ド
ー
ナ
ツ
で
窒
息
し
、
そ
れ
を
配
っ
た

山
口
さ
ん
に
お
や
つ
の
形
態
確
認
義
務
違
反
が
あ
っ
た
」
と
し
た
１
審
の
有

罪
判
決
は
、
多
く
の
施
設
の
食
事
に
影
響
を
与
え
、
お
や
つ
の
提
供
を
や
め

る
な
ど
に
よ
っ
て
、
利
用
者
か
ら
食
べ
る
楽
し
み
を
奪
っ
た
。 

今
回
の
高
裁
判
決
は
、
「
Ｋ
さ
ん
が
ド
ー
ナ
ツ
で
窒
息
す
る
こ
と
は
予
見

で
き
ず
、
山
口
さ
ん
に
形
態
確
認
義
務
は
な
い
」
と
し
、
さ
ら
に
「
間
食
を

含
め
て
食
事
は
、
人
の
健
康
や
身
体
活
動
を
維
持
す
る
た
め
で
な
く
精
神
的

な
満
足
感
や
安
ら
ぎ
を
得
る
た
め
に
有
用
か
つ
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
人
の
身
体
的
リ
ス
ク
等
に
応
じ
て
幅
広
く
様
々
な
食
事
を
摂
取
す
る
こ
と

は
人
に
と
っ
て
有
用
か
つ
必
要
で
あ
る
」
と
し
た
。 

山
口
さ
ん
に
過
失
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
施
設
で

の
食
事
提
供
が
利
用
者
の
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
支
え
る
か
け
が
え
の

な
い
意
義
を
持
つ
こ
と
ま
で
言
及
し
た
こ
の
判
決
は
、
一
審
判
決
に
よ
り
委

縮
し
た
全
国
の
介
護
現
場
と
関
係
者
に
は
安
心
と
未
来
へ
の
希
望
を
、
利
用

者
に
は
生
活
の
喜
び
を
取
り
戻
す
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 

私
た
ち
は
「
こ
の
裁
判
に
は
介
護
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
訴
え
て

き
た
。
ま
さ
に
「
介
護
の
未
来
」
を
守
っ
た
判
決
で
あ
り
、
司
法
の
良
心
が

示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
歓
迎
す
る
。 

２
０
２
０
年
８
月
１
２
日 

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判
で
無
罪
を
勝
ち
取
る
会 

 

私
た
ち
は
、
貴
庁
が
無
罪
判
決
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
い
た
ず
ら
に
上
告

す
る
こ
と
な
く
、
判
決
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
ま
た
、
東
京
高
裁

判
決
が
、
弁
護
団
の
死
因
に
つ
い
て
の
詳
細
な
主
張
立
証
を
尽
く
す
努
力
を

認
め
つ
つ
も
、
山
口
さ
ん
が
起
訴
さ
れ
て
か
ら
既
に
５
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、
山
口
さ
ん
の
行
為
と
被
害
者
の
死
と
の
間
の
因
果
関
係
等
の
検
討
に
時

間
を
費
や
す
の
は
相
当
で
な
い
と
し
た
配
慮
を
十
分
に
理
解
し
、
潔
く
判
決
に

従
う
こ
と
を
強
く
求
め
、
検
察
は
上
告
を
断
念
す
る
よ
う
、
全
国
の
関
係
団

体
が
署
名
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。 
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心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

熊
本
豪
雨
被
災
支
援
カ
ン
パ
に
２
９
２
万
円
余
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 

熊
本
県
八
代
市
阪
本
町
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
川
岳
福
祉
会
は
特
養
ホ
ー
ム
、
保
育

園
、
障
害
者
就
労
支
援
施
設
等
を
経
営
さ
れ
、
２
１
・
老
福
連
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

７
月
４
日
～
５
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
法
人
に
、
現
地
か
ら
の
支

援
内
容
等
を
調
整
し
、
迅
速
に
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

７
月
末
に
は
、
支
援
カ
ン
パ
と
し
て
１
０
５
万
円
．
支
援
物
資
と
し
て
９
０
万
円
余

を
送
り
ま
し
た
。
８
月
１
８
日
に
は
、
現
地
か
ら
の
支
援
物
資
（
オ
ム
ツ
、
マ
ス
ク
、

手
指
消
毒
器
、
使
い
捨
て
手
袋
、
栄
養
調
整
食
品
等
）
を
順
次
お
送
り
し
て
い
ま
す
。 

 

支
援
カ
ン
パ
は
、
８
月
２
３
日
現
在
で
、
３
８
法
人
・
施
設
、
１
団
体
、
１
有
志
、

個
人
１
７
人
か
ら
２
９
２
万
２
８
５
３
円
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

一
灯
苑
光
永
施
設
長
か
ら
、「
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
．
本
日
（
２
１
日
）

施
設
に
３
６
名
の
入
居
者
と
全
職
員
が
無
事
に
現
場
復
帰
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
み

な
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
物
品
、
支
援
金
あ
り

が
た
く
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
別
紙
：
新
聞
記
事
参
照 

こ
の
間
の
主
な
活
動 

・
７
月
２
０
日 

２
１
・
老
福
連
事
務
局
会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
） 

・
７
月
２
８
日 

あ
ず
み
の
里
裁
判 

東
京
高
裁
で
無
罪
判
決
。 

８
月
１
１
日 

検
察
上
告
ぜ
ず
、
山
口
さ
ん
の
無
罪
確
定
。 

・
７
月
３
１
日 

第
５
回
全
国
施
設
長
ア
ン
ケ
ー
ト
「
冊
子
版
」
発
行 

 

会
員
施
設
、
関
係
団
体
、
厚
生
労
働
省
、
厚
生
労
働
委
員
、
都
道
府
県 

介
護
保
険
課
等
に
郵
送 

・
８
月
２
８
日 

２
１
・
老
福
連
事
務
局
会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
） 

主
な
予
定 

・
２
０
２
０
年
度 

第
２
回
幹
事
会 

 

９
月
９
日
（
水
）
１
４
時
か
ら 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
で
開
催 

事
務
局
よ
り
お
願
い 

・
国
に
向
け
新
し
い
福
祉
関
係
団
体
と
の
共
同
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

２
１
・
老
福
連
の
諸
活
動
を
Ｈ
Ｐ
掲
載
。
ぜ
ひ
み
て
く
だ
さ
い
。 

▲職員が笑顔で「お帰りなさい」のお出迎

え。 

▼２１・老福連から被災された職員に見舞

金をお渡ししました。 
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